
 

 

 令和２年度 第１回みよし市教育振興基本計画推進委員会 

 

 日時：令和２年６月３０日（火）午後２時から 

    場所：みよし市役所３階研修室１・２・３ 

 

１ 委員委嘱及び諮問 

 

２ あいさつ 

  自己紹介 

 

３ 本計画の概略／本委員会の役割／計画推進の流れ 

 

４ 重点施策「２０の作戦」の進捗状況と本年度の取組予定（担当課より） 

  〇質疑応答 

 

５ 計画前期の総括（成果と課題） 

及び今後の方向性（見直し方針）／本年度中間見直しのスケジュール 

  〇質疑応答 

 

６ グループ別協議 

  ★共通テーマ「２０の作戦のさらなる充実のための改善案、入替案について」 

 

  【Ａグループ 子育て・学校教育分野】  【Ｂグループ 生涯学習・スポーツ・文化】 

＜サブテーマ＞             ＜サブテーマ＞ 

「家庭教育に対する支援について」    「生涯学習、生涯スポーツのさらなる推進」 

 ・親の子育て支援            ・魅力ある生涯学習活動、生涯スポーツ 

・親学                 ・市民のニーズに応える施策 

 

７ 協議内容の共有 

  ・グループ別協議で出てきた意見について発表 

 

８ 今後の予定 

 (1) 第２回みよし市教育振興基本計画推進委員会    

期  日：令和２年１０月上旬 

 (2) 第３回みよし市教育振興基本計画推進委員会    

期  日：令和３年１月下旬 



 

 

令和２年度みよし市教育振興基本計画推進委員会委員                        

 名 前 所 属 等 グループ 

１ 大  村  惠 愛知教育大学教育ガバナンス講座 教授 Ｂ 

２ 杉 浦 美智子 愛知教育大学教育実践グループ 特任教授 Ａ 

３ 石 井 拓 児 名古屋大学大学院発達科学研究科 准教授 Ａ 

４ 冨 樫 佐智子 みよし市文化協会 Ｂ 

５ 大 地 由美子 みよし市社会教育委員会 Ｂ 

６ 鈴 木 睦 子 みよし市文化財保護委員会 Ｂ 

７ 林   晴 子 みよし市立保育園園長会 Ａ 

８ 吉 田 ひとみ みよし市立保育園父母の会 Ａ 

９ 前 田 恭 伸 みよし市スポーツ団体 Ｂ 

１０ 内 田 弥 生 みよし市図書館協議会 Ｂ 

１１ 佐 宗 正 行 みよし市小中学校ＰＴＡ連絡協議会 Ａ 

１２ 古 井 成 之 愛知県立三好高等学校 Ｂ 

１３ 堀 木  広 みよし市立小中学校校長会（南中学校） Ａ 

１４ 吉 川 直 希 みよし市立小中学校校長会（天王小学校） Ｂ 

１５ 鈴 木 克 弥 みよし市立小中学校教頭会（三好丘中学校） Ａ 

１６ 日比野 直 子 みよし市教育委員会 Ｂ 

１７ 渡 邊  祥 子 みよし市私立幼稚園協会  Ａ 



 

 

みよし市教育振興基本計画の概略 

 本市では、平成１５年に「三好町教育基本計画」を策定し、教育環境の整備と充実

を図ってきました。しかし、少子高齢化の進行や、グローバル化の進展、絶え間ない

技術革新等の社会構造の変化は大きく、それらに柔軟に対応し、市民一人一人が真の

豊かさを得るには、私たちの基盤である「ふるさとみよし」を見つめ直し、人づくり

の中心である教育のあり方を見直す必要が生じてきました。 

 そこで、本市では平成２６年・２７年の２か年をかけ、延べ７００人を超える市民・

教育関係者と対話を重ね、新たな「みよし市教育振興基本計画―みよし教育プラン―」

の策定を行いました。本計画は、教育委員会が所管する学校教育及び社会教育の分野

を中心に、全ての市民の教育に関わる計画となっています。 

■ 計 画 期 間 平成２８年度から令和７年度（１０年間） 

■ 計画の基本理念 「学ぶ楽しさで、人と人とをつなぐ」 

■ 目指す人間像 生涯にわたって自らを磨き続け、 

仲間と共に「ふるさとみよし」を築き、 

より良い次代を創り出す人 

 

本委員会の役割 

 「みよし市教育振興基本計画―みよし教育プラン―」が着実に実行されるよう、

プランの進捗状況を有識者や市民の代表から構成する全委員で確認し、市の教育

行政に対して意見・助言を与えることで、本プランのＰＤＣＡサイクルを確立す

ることが役割となります。 

※ ＰＤＣＡサイクル：業務の管理手法の一つで、Ｐ（計画）→Ｄ（実行）→Ｃ（評価）→Ａ（改善）

という４段階の活動を繰り返し行うことで、継続的に業務を改善していく手法 

 

これまでの推進委員会で協議された課題・提案等について 

協議された内容が引き継がれるよう、これまで各委員から出していただいた

意見・提案等は、その都度まとめ、累積してきました。（平成 30年度及び令和

元年度の年間２回の推進委員会） 

今回は、累積してきた意見・提案等を２０の作戦別にまとめ直したものを資

料４として用意しました。 

中間見直しにあたり、各作戦の継続・入替を考えていただく際に参考にして

ください。 

 

 

 



 

 

 計画推進の流れ 

 

Ｈ２８ 

 

 

 

 

Ｈ２９ 

 

 

 

 

Ｈ３０ 

 

 

 

 

Ｒ１ 

 

 

 

 

Ｒ２ 

■計画の評価・計画の中間見直し 

 

 

 

 

▼ 

Ｒ３ 見直し後の計画による推進 

Ｒ４       ↓ 

Ｒ５       ↓ 

Ｒ６ ↓               新計画の策定 

Ｒ７ ↓                 ↓ 

▼ 

Ｒ８ 新たな教育振興基本計画による推進 

７月 

推進委員会Ⅰ 

今年度の

計画 
 

 

２月 

推進委員会Ⅱ 

今年度の

成果 
 

 ７月 

推進委員会Ⅰ 

今年度の

計画 
 

 

１１月 

教育に関す

る市民アン

ケート 
 

 

２月 

推進委員会Ⅱ 

今年度の

成果 
 

 ６月 

推進委員会Ⅰ 

今年度の

計画 
 

 

２月 

推進委員会Ⅱ 

今年度の

成果 
 

 ６月 

推進委員会Ⅰ 

今年度の

計画 
 

 

１２月 

教育に関す

る市民アン

ケート 
 

 

３月 

推進委員会Ⅱ 

今年度の

成果 
 

 

６月 

推進委員会Ⅰ 

今年度の

計画・方針 
 

 

１月 

推進委員会Ⅲ 
後期計画案と
本年度の進捗 

１０月 

推進委員会Ⅱ 

見直しに関

する審議 
 

 



 

 

＜方向性１＞ 

 （１）平成２７年に策定した本計画は、１０年計画（平成２８年度から令和７年度）である

ことから、「教育の基本理念」及び「三本の柱と目指す人間像」については、策定時の

まま継続します。そのため、三本の柱に沿って設定されている全施策の体系についても

維持していきます。 

 （２）後期計画でも、２０の作戦を示して進めていきます。（作戦数は増える可能性あり） 

（３）「体系別全施策」及び「２０の作戦」について、これまでの教育振興基本計画推進委

員会で出された意見や提案をふまえた施策の見直しを行います。 

（４）平成３０年６月１５日に閣議決定された第三期教育振興基本計画をはじめとする国の

動向をふまえ、今後５年先、１０年先を見据えて、教育を取り巻く変化に対応できるよ

う、施策の追加・差し替え等を実施していきます。 

 

＜方向性２＞ 

   新型コロナウイルス感染症拡大に対する対応を教訓に、新たな感染症や災害非常時、緊

急事態による子どもたちへの様々な影響を考慮して、市として想定される対応を踏まえて

それぞれの施策の見直しを行います。 

   以下の三点は、特に強化していきます。 

（１）感染症対策等による学校の臨時休業時だけでなく、平素よりオンライン学習を活用し

た新たな学習方法を確立し、子どもたちの学びを保障できる体制を整備 

（２）新たな生活様式による学校生活や家庭生活の変化によって起こりうる子どもたちの心

と体の変化に対応できるような相談体制を整備 

（３）経済状況の悪化により、家庭内での不安の増大から懸念される虐待や不登校の増加を

想定した対応 

 

＜具体的な施策の見直し方法＞ 

（１）２０の作戦について 

〇継続する作戦 ⇒ 重点施策について、継続・拡充を検討します。そのうえで、現状と

課題及び施策の概要、進行計画、新たな成果指標を設定します。 

    〇入れ替え作戦 ⇒ R2 目標をほぼ達成済の作戦については、教育を取り巻く変化を鑑

み、新たな視点での作戦・重点施策を設定します。 

  〇新規作戦   ⇒ 作戦が２１以上となる場合、新規作戦として新たに加え、重点施策

を定めたうえで、現状と課題及び施策の概要、進行計画、成果指標

を設定します。 

（２）体系別全施策（９５施策、２５７事業）について 

〇継続する事業 ⇒ 現状(R1)及び新たな行動目標(R7)を設定します。 

今後の方向性（見直し方針） 



 

    〇拡充する事業 ⇒ 拡充内容（主な取組）を示し、現状(R1)及び行動目標(R7)を設定し

ます。 

    〇新規事業   ⇒ 主な取組、現状(R1)及び行動目標(R7)を設定します。 

    〇事業の取下げ ⇒ R2 目標を達成済であり、且つ継続の必要性がない事業を取り下げ

ます。（例：みよし市教育センターの開所） 

 

令和２年度 中間見直しの進行スケジュール 

月 主 な 進 行 週 検討内容 各 種 会 議 

５月  推進委員候補者選出 ３  

 

体系別

全施策 

重点 

施策 

推進 

委員会 ４  令和２年度進行計画 

６月  推進委員選任 

 令和元年度進捗照会 

 計画見直し諮問 

１ 中間見直し方向性の検討  

 

部会① 

6/10 

 

 

推進① 

6/30 
 

２ 計画前期の成果と課題整理 

４  

７月  

 作業部会発足 

 施策関係課への依頼 

１ 作業部会の持ち方  

作業① 

7/14 

 

部会② 

7/17 

 

２ 入替施策・追加施策案 

３ 重点施策案 

８月  重点施策候補案 １   
 

  

４ 成果指標    

９月  印刷所打合せ開始 

  

 体系別施策の決定 

 第 1 稿入稿 

１   

 
 

 

 

部会③ 

9/24 

 

 ２  

３      成果指標 

４ 第 1 次原稿 

10月   

 第 1 次案修正 

 第 2 稿入稿 

  

 

第 2 次原稿 

 

作業② 

予定 
 

 

部会④ 

10/23 

推進② 

10/20 

(予定) 

11月 第 2 次案(原案)完成 

 総合教育会議① 
 

  

 

部内⑤ 

予定 

 

12月  パブリックコメント 

12/1～12/20(予定) 

修 正 

  

 

最終案原稿 

  

部内⑥ 

予定 

 

１月  計画見直し答申 

総合教育会議② 

原稿の完成 

  作業③ 

予定 

部内⑦ 

予定 

推進③ 

1/27 

(予定) 



 

２月  入 稿・印 刷 

 議会への説明 

     

３月  配 布      

 

＜計画の見直しに係る組織＞ 

 

 ア 作 業 部 会（体系別全施策） 

部会員：関係各課 副主幹・主任主査級職員 

    方 針：事務局の提示する体系別施策をもとに話し合い、施策の説明文の改正及び各 

施策下の事業案を作成する。 

        (1) 継続する事業 ⇒ 現状(R1)及び新たな行動目標(R7)を設定する 

                (2) 拡充する事業 ⇒ 拡充内容（主な取組）を示し、現状(R1)及び行動目 

標(R7)を設定する 

                (3) 新規事業   ⇒ 主な取組、現状(R1)及び行動目 標(R7)を設定する 

                (4) 事業の取下げ ⇒ R2 目標を達成済であり、且つ継続の必要性がない

事業を取り下げる（例：みよし市教育センターの開所） 

 

 イ 作 業 部 会（２０の作戦・重点施策） 

部会員：関係各課 副主幹級職員 

 方 針：事務局の指定する２０の作戦・重点施策について原案を検討し、推進委員会 

に提案する。 

        (1) 継続する作戦 ⇒ 重点施策について、継続・拡充を検討する。そのう

えで、現状と課題及び施策の概要、進行計画、新たな

成果指標を設定する 

                (2) 作戦の入替  ⇒ R2 目標をほぼ達成済の作戦については、教育を取

り巻く変化を鑑み、新たな視点での作戦・重点施策を

設定する 

        (3) 新規作戦   ⇒ 作戦が２１以上となる場合、新規作戦として新たに

加え、重点施策を定めたうえで、現状と課題及び施策

の概要、進行計画、成果指標を設定する 

 

ウ 推 進 委 員 会（計画全体） 

委 員：学識経験者、団体代表 

方 針：提案をもとに、幅広い観点から検討を重ね、計画を見直す 

 

 

 



 

協議メモ  

「２０の作戦のさらなる充実のための改善案、入替案について」 

【Ａグループ 子育て・学校教育分野】 

＜サブテーマ＞ 

「家庭教育に対する支援について」 

  ・親の子育て支援 

・親学       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

協議メモ  

「２０の作戦のさらなる充実のための改善案、入替案について」 

【Ｂグループ 生涯学習・スポーツ・文化】 

＜サブテーマ＞ 

「生涯学習、生涯スポーツのさらなる推進」 

・魅力ある生涯学習活動、生涯スポーツ 

・市民のニーズに応える施策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


